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第
一
節

敗
戦
と
占
領

1 

敗
戦
と
占
領
軍
の
神
戸
進
駐

ポ
ツ
ダ
ム
宣

言
の
受
諾

昭
和
二
十
（
一
九
四
五
）
年
八
月
十
五
日
、

日
本

日
本
は
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
を
受
諾
し
て
降
伏
し
た
。
こ
こ
に
、

国
民
は
昭
和
六
年
の
満
州
事
変
に
始
ま
る
一
五
年
の
長
き
に
わ
た
っ
た
戦
争
か
ら
よ
う
や
く
解
放
さ
れ
た
。

間
三
十
日
ア
メ
リ
カ
の
ダ
グ
ラ
ス
H

マ
ヅ
カ
I
サ

i
元
帥
は
コ

i
ン
パ
イ
プ
を
口
に
、
愛
機
パ
タ
ー
ン
口
す
か
ら
厚
木
に
降
り
立

っ
た
。
翌
九
月
二
日
に
は
、
東
京
湾
の
ミ
ズ
i
リ
号
艦
上
で
日
本
と
連
合
間
と
の
聞
で
降
伏
文
書
に
調
印
が
行
わ
れ
た
。
以
後

日
本
は
、
講
和
条
約
が
発
効
す
る
昭
和
二
十
七
年
四
月
ま
で
の
六
年
有
余
、
連
合
国
（
祭
質
的
に
は
ア
メ
リ
カ
単
独
）
の
占
領
下
に

置
か
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

と
こ
ろ
で
、

ア
メ
リ
カ
政
府
は
す
で
に
昭
和
十
七
年
秋
か
ら
対
日
占
領
政
策
の
検
討
を
始
め
、
ニ
十
年
の
八
月
ま
で
に
か
な

り
の
政
策
文
書
を
作
成
し
て
い
た
。

し
か
し
、
こ
の
段
階
で
は
日
本
占
領
を
ど
の
よ
う
な
形
で
行
う
か
に
つ
い
て
は
、
必
ず
し

も
明
裕
で
は
な
か
っ
た
。

日
本
の
降
伏
が
ア
メ
リ
カ
の
予
測
よ
り
は
る
か
に
早
か
っ
た
こ
と
、

日
本
人
の
占
領
箪
へ
の
対
応
が

は
っ
き
り
し
な
か
っ
た
こ
と
な
ど
か
ら
、

ア
メ
リ
カ
本
国
政
府
で
は
確
間
と
し
た
政
策
を
策
定
で
き
ず
、
そ
れ
は
大
枠
だ
け
の
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も
の
に
と
ど
ま
ら
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
ま
た
、
空
襲
に
よ
っ
て
臼
木
本
土
は
焦
土
と
な
っ
て
い
た
も
の
の
、

日
本
政
府
の
機

能
は
ま
だ
残
っ
て
い
た
。

八
月
下
旬
よ
う
や
く
ワ
シ
ン
ト
ン
で
「
降
伏
後
に
お
け
る
米
閣
の
初
期
対
日
方
針
し
が
決
定
さ
れ
、

マ
ッ
カ
！
サ
ー
に
日
本
占
領
を
「
間
接
統
治
」
方
式
で
行
う
こ
と
が
伝
え
ら
れ

そ
れ
は
連
合
国
最
高
可
令
官
が
政
接
日
本

国
民
に
命
令
な
下
す
の
で
は
な
く
、
覚
書
な
ど
の
指
令
を
終
戦
連
絡
中
央
事
務
局
な
ど
を
通
し
て
日
本
政
府
に
伝
え
、

日
本
政

府
が
そ
れ
を
法
律
・
命
令
・
規
則
な
ど
の
形
式
に
な
お
し
て
都
道
府
県
庁
に
伝
え
る
、
と
い
う
方
式
で
あ
っ

ニ守こ

J

、
、
同
リ

ふ
／
中
／

1
L

日

H

接
統
治
方
式
は
と
っ
た
も
の
の
、
市
領
軍
は
指
令

書
簡
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
形
式
で
命
令
を
出
し
、
占
領
下
に
お
い

て
絶
対
的
な
権
威
を
も
つ
こ
と
に
な
っ
た
。
な
お
、
政
府
は
同
年
八
月

十
六
日
、
受
け
入
れ
体
制
を
ふ
く
む
終
戦
業
務
に
関

ず
る
一
切
の
事
務
に
当
た
ら
せ
る
た
め
に
外
務
省
の
外
局
と
し
て
終
戦
連
絡
事
務
局
（
横
浜
）
を
新
設
し
た
が
、
さ
ら
に
九
月
三

日
付
G
狂

Q
指
令
第
二
号
に
よ
り
、
中
央
の
ほ
か
に
地
方
に
も
終
戦
連
絡
事
務
局
を
設
授
す
る
こ
と
と
し
、
神
戸
に
も
終
戦
連

絡
事
務
局
が
置
か
れ
た
。
他
方
、
兵
庫
県
で
は
こ
れ
と
は
却
に
、
渉
外
各
種
事
務
処
理
の
た
め
渉
外
事
務
局
を
設
け
た
。

連
合
翠
総
司
令
部

（

G
H
Q）
の
成
立

占
領
方
式
が
間
接
続
治
の
形
態
が
と
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
、
占
領
軍
の
側
で
も
そ
の
体
制
づ
く
り
が

急
が
れ
た
。
十
月
二
日
連
合
軍
総
一
司
令
部
（
G
H
Q）
が
成
立
し
、
憲
法
改
正
に
材
料
腕
を
ふ
る
っ
た
民
政

局
、
期
間
解
体
な
ど
を
担
当
し
た
経
済
科
学
局
、
農
地
改
革
を
挽
進
し
た
天
然
資
源
局
、
教
育
改
革
を
行
っ
た
民
間
情
報
教
育

敗戦と占領

局
な
ど
九
局
（
昭
和
二
十
二
年
末
に
は
一
四
局
と
な
っ
た
）
が
設
け
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
日
本
の
省
庁
と
対
応
し
つ
つ
統
治
と
改
敢
に
当

こ
っ
狗
－
。

ナ
J

J

j

旬

n
M
a

ん民第

ポ
ツ
ダ
ム

「
全
日
本
軍
隊
の
無
条
件
蜂
伏
」
と
と
も
に
、

の
排
絵
、
日
本
政
府
が
「
日
本
国
民
の
間
に
お

け
る
民
主
主
義
的
傾
向
の
復
活
強
化
に
対
す
る
一
切
の
障
害
を
除
去
」
し
、

宗
教
お
よ
び
思
想
の
自
由
並
び
に
基
本
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的
人
権
の
尊
重
を
確
立
L

す
る
よ
う
求
め
て
い
た
。
そ
し
て
、
占
領
政
策
の
基
本
目
標
は
「
日
本
が
再
び
世
界
の
平
和
及
び
安

全
に
対
す
る
脅
威
と
な
ら
な
い
た
め
の
で
き
る
だ
け
大
き
い
保
障
を
与
え
、
文
、
日
本
が
終
局
的
に
悶
際
社
会
に
責
任
あ
り
且

つ
一
平
和
的
な
一
員
と
し
て
参
加
す
る
こ
と
を
日
本
に
許
す
よ
う
な
諸
条
件
を
育
成
す
る
L

（
「
降
伏
後
に
お
け
る
米
国
の
初
期
対
日
方

針
じ
こ
と
に
お
か
れ
た
。
こ
の
線
に
沿
っ
て
、

日
本
の
非
軍
事
化
・
民
主
化
が
す
す
め
ら
れ
た
が
、
そ
の
日
六
体
的
政
策
立
案
の

か
な
り
の
部
分
は
G
H
Q
に
よ
っ
て
担
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

G
H
Q
は
非
軍
事
化
の
た
め
に
、
武
装
解
除
、
戦
犯
裁
判
、
賠
償
、
軍
事
施
設
の
解
体
、
戦
時
法
令
の
廃
止
な
ど
を
矢
つ
ぎ

ば
ゃ
に
行
っ
た
。
ま
ず
九
月
十
一
日
、
東
条
英
機
ら
一
一
一
九
人
が
戦
犯
と
し
て
逮
捕
さ
れ
た
。
盟
十
月
四
日
、

マ
ッ
カ

i
サ

i
は

「
政
治
的
民
事
的
宗
教
的
自
由
に
対
す
る
制
限
撤
廃
の
覚
書
L

（
い
わ
ゆ
る
「
人
権
指
令
」
）
を
出
し
、

・
政
府
な
ど
に
関
す
る

討
論
の
自
由
、
政
治
犯
の
釈
放
、
特
高
警
察
の
廃
止
、
内
相
・
内
務
省
警
保
局
長
ら
主
な
警
察
幹
部
と
特
高
全
員
の
罷
免
な
ど

を
要
求
し
た
。
山
崎
内
相
な
ど
の
罷
免
を
求
め
ら
れ
た
東
久
癌
宮
内
閣
は
型
五
日
総
辞
職
し
、

つ
づ
い
て
幣
原
喜
重
郎
が
組
閣

し
た
。
間
十
一
日
に
は
、

マ
ッ
カ

l
サ
i
は
「
五
大
改
革
指
令
L

を
幣
原
首
相
に

婦
人
の
解
放
、
労
働
組
合
の
育
成
・

助
長
、
教
育
の
民
主
化
、
経
済
の
民
主
化
、
秘
密
機
構
の
解
体
な
ど
、
占
領
改
革
の
ア
ウ
ト
ラ
イ
ン
を
示
し
た
。

・
占
領
翠
の

神
戸
進
駐

占
領
軍
が
そ
の
姿
を
神
戸
に
実
際
に
現
し
た
の
は
、

カ

月

マ
ッ
カ

i
サ
ー
が
厚
木
に
降
り
立
っ
て
か
ら
、
約

後
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
九
月
二
十

日
に
は
、
占
領
軍
か
ら
山
県
に
進
駐
兵
力
約
一
万
瓦

0
0
0人
が
、
神
戸
・

西
宮
・
宝
塚
・
姫
路
に
分
駐
す
る
方
針
が
倍
え
ら
れ
た
。
こ
れ
に
対
し
、
削
除
で
は
知
事
を
局
長
と
す
る
渉
外
事
務
局
を
設
け
て

い
た
が
、
神
戸
市
で
は
市
領
軍
の
進
駐
に
備
え
て
「
進
駐
軍
を
迎
う
に
あ
た
っ
て
我
ら
の
心
構
え
L

を
市
民
に
公
布
し
た
。

わ
く
、

っ
抑
怖
の
外
出
は
大
変
野
蛮
に
見
ら
れ
ま
す
か
ら
襖
で
外
出
し
な
い
様
に
、
ク
ス
ク
ス
笑
い
は
感
情
を
損
な
っ
て
誤
解
を
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招
き
ま
す
、

か
け
ら
れ
た
場
合
は
黙
っ
て
い
な
い
で
、

日
本
語
で
態
度
を
は
っ
き
り
と
」
に
扮
ま
り
、
そ
れ
は
鍛
に
入

「
官
公
庁
に
つ
と
め
る
多

り
細
を
う
が
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
（
『
神
戸
市
民
作
戦
』
一

O
入
号
、
昭
和
二
十
年
九
月
二
十
五
日
て
ま
た
、

く
の
女
子
職
員
も

斉
に
職
場
か
ら
姿
を
消
し
た
。
裳
六
甲
ゃ
、
山
向
こ
う
の
郡
部
に
身
を
か
く
し
て
い
た
。
占
領
軍
兵
士
の

暴
行
な
恐
れ
た
た
め
で
あ
る
。
そ
の
筋
の
推
測
で
は
約
三
万
人
に
の
ぼ
っ
た
」
と
い
う
。

占
領
軍
は
当
初
、
連
合
軍
最
高
可
令
官
マ
ッ
カ
I
サ
！
の
一
卜
に
第
八
箪
と
第
六
寧
か
ら
構
成
さ
れ
、
西
日
本
占
領
の
資
に
任

そ
し
て
神
戸
に
は
第

じ
ら
れ
た
の
は
ク
ル
l
ガ
i
大
将
率
い
る
第
六
軍
で
あ
っ
た
。
第
六
軍
一
司
令
部
は
京
都
に
、
同
第
一
箪
団
司
令
部
が
大
阪
に
、

軍
政
中
隊
が
配
置
さ
れ
た
。
な
お
、
第
六
軍
は
二
十
年
十
二
月
編
成
解
除
と
な
り
、
問
中
平
所
属
部
隊

敗戦と占領第一節

は
す
べ
て
ア
イ
ケ
ル
パ

l
ガ
！
中
将
の
第
八
軍
の
下

に
統
轄
さ
れ
た
。

の
軍
政
は
第
八

に
一
本
化

占領掌の神戸進駐

さ
れ
、
以
後
は
兵
庫
県
の
場
合
、
第
八

政
部

（
横
浜
）
↓
第

軍
問
中
平
政
部
（
京
都
）
↓
第
一

O
寝
間

（
大
阪
）
！
γ
第
一
一
二
軍
政
中
隊
（
控
戸
）
の
系
列
に
よ
っ

て
運
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
（
占
領
軍
の
配
霞
に
つ

写真 70

い
て
は
、
関
H
U

参照）。

占
領
家
の
神
戸
進
駐
は
九
月
末
、
以
下
の
通
り
行

わ
れ
た
。
九
月
二
十
四
日
第
六
軍
パ
リ
ス
中
佐
が
翌

日
の
進
駐
に
備
え
、
問
寧
連
絡
将
校
と
し
て
米
神
し
、

近代・汲f¥';歴史綴W897 
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県
会
議
事
堂
内
に
連
絡
事
務
室
を
開
設
し
た
。
翌
二
十
五
日
占
領
箪
の
神
戸
進
駐
が
始
ま
っ
た
。
当
初
、
大
阪
湾
か
ら
の
上
陸

を
予
定
し
て
い
た
第
六
箪
は
、
瀬
戸
内
海
に
お
け
る
機
雷
掃
討
が
行
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
和
歌
山
に
進
駐
し
た
。
向
日

十
二
時
半
、
予
定
よ
り
遅
れ
て
、

コ
リ
ン
ズ
大
佐
指
揮
下
の
先
遣
隊
六

O
O人
を
の
せ
た
列
車
は
和
歌
山
を
出
発
し
、
午
後
五

時
す
ぎ
一
ニ
ノ
宮
駅
に
到
着
し
た
。
部
隊
は
隊
侃
な
整
え
、
直
ち
に
師
団
司
令
部
に
あ
て
ら
れ
た
神
戸
海
運
局
海
運
院
理
部
な
ら

び
に
宿
舎
の
生
糸
検
査
所
な
ど
に
入
っ
た
。
以
後
、
上
陸
し
た
兵
員
数
は
九
月
二
十
九
日
ま
で
に
四
万
二

0
0
0人
に
も
及
ん

だ
。
ま
ず
、
二
十
有
一
日
に
進
駐
し
た
第
一
一
一
一
ニ
師
団
約
一
万
冗

0
0
0人
の
う
ち
約
半
数
は
、
直
ち
に
神
戸
に
向
か
い
、
そ
の
臼

の
夕
刻
に
は
神
戸
進
駐
の
第

歩
を
し
る
し
、
さ
ら
に
二
十
六
日
に
か
け
て
宝
探
、
姫
路
、
西
宮
方
商
に
展
開
し
た
。
十
月
十

五
日
に
は
、

一
万
一

0
0
0人
が
進
駐
し
た
。
昭
和
二
十
年
十
月
末
に
は
、

ス
コ

y
ト
中
佐
を
司
令
官
と
す
る
神
戸
軍
政
中
段

が
設
医
さ
れ
た
。

神
戸
軍
政

部
の
成
立

と
こ
ろ
で
、
神
戸
に
進
駐
し
た
占
領
軍
の
機
構
（
地
方
軍
政
機
構
）
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

G
H
Qが
頭
脳
と
す
れ
ば
、
地
方
嫁
政
機
構
は

J
フ
イ
ン
H

つ
ま
り
H

手
足
と
し
て
の
機
能
H

を
も
っ
て
い
た
。

こ
の
地
方
軍
政
機
構
は
お
お
よ
そ
三
穏
に
分
け
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
①
戦
術
部
隊
、
①
現
場
軍
政
要
員
お
よ
び
各
級
レ
ベ
ル

の
司
令
部
軍
政
局
ス
タ
ッ
フ
、
③
対
敵
諜
報
部
隊
（
C
I
C
）
で
あ
る
。
戦
術
部
隊
は
戦
闘
部
隊
や
パ
ト
ロ
ー
ル
部
隊
で
、

日
本

人
と
の
公
式
接
触
は
な
く
、

い
わ
ば
H
軍
政
の
強
い
腕
”
”
の
役
割
な
担
う
も
の
で
あ
り
、
生
田
区
神
港
ピ
ル
内
に
設
置
さ
れ
た
。

軍
政
部
（
チ
！
と
は
第
八
京
司
令
部
域
政
局
、
第
一
お
よ
び
第
九
軍
閥
司
令
部
軍
政
局
な
ど
の
ス
タ
ッ
フ
で
日
本
の
民
政
関
係

を
担
当
し
た
。
こ
れ
に
は
多
数
の
文
官
が
含
ま
れ
て
い
た
。
府
県
軍
政
部
（
チ
！
と
は
大
中
小
に
分
か
れ
、
神
戸
の
場
合
、
京

都
な
ど
一
一
一
道
府
県
と
と
も
に
、
大
焼
模
中
本
政
部
が
置
か
れ
た
。
そ
の
構
成
は
将
校
一

O
人
、
下
士
官
・
兵
一
一
一
七
人
、
計
四
七

900 戦後の神戸市i;f）］王家



人
と
な
っ
て
お
り
、

天
然
資
源
、
商
工
業
、
教
育
、
福
祉
、
法
務
、
政
治
（
政
党
を
含
む
）
、

公
衆
衛
生
、
金
融
、
調
達
、
総
務

な
ど
担
当
者
が
そ
れ
ぞ
れ
の
軍
政
部
の
必
要
度
に
よ
っ
て
割
り
当
て
ら
れ
た
。
現
場
軍
政
要
員
は
通
常
「
府
県
軍
政
部
（
チ
！

ム
）
」
と
し
て
、
占
領
行
政
の
第
一
線
を
扱
当
し
た
。

軍
政
部
は
兵
庫
県
会
議
事
堂
に
置
か
れ
た
。

そ
し
て
、

c
I
C
は
そ
の

構
成
員
の
大
部
分
は
二
世
で
、
総
司
令
部
G
2
に
底
認
し
、

敗戦と占領第一節

日
本
間
中
総
て
の
県
に
分
散
し
、
軍
政
の
調
査
・
諜
報
、
検
察
的

機
能
を
担
当
し
た
。

c
I
C
は
葺
合
一
院
池
長
美
術
館
（
現
神
戸
市
交
努
館
）
内
に

世
か
れ
た
。
神
戸
市
に
お
け
る
占
領
軍
の
機
関
・
施
設
の
配
置
留
を
示
す
と

神戸基地家司令部（利略的レ）

凶
刀
の
と
お
り
で
あ
る
。

間
接
統
治
の
下
、
軍
政
機
構
の
末
端
に
位
置
す
る
府
県
軍
政
部
（
チ
i
ム）

は
、
市
領
政
策
が
米
端
レ
ベ
ル
で
願
守
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
を
チ
ェ
ッ
ク

す
る
た
め
に
利
用
さ
れ
た
。

ま
た
、
軍
政
部
は
地
方
庁
・
国
民
に
対
し
、
直

接
に
命
令
を
発
し
た
り
、
介
入
し
た
り
し
な
い
建
前
に
な
っ
て
い
た
が
、
実

擦
に
は
朝
鮮
入
学
校
事
件
（
阪
神
教
育
闘
争
）
、

公
安
条
例
の
制
定
に
み
ら
れ

る
よ
う
に
、
軍
政
部
が
行
政
・
可
法
の
細
部
に
わ
た
っ
て
直
接
介
入
し
た
例

写真 71

は
少
な
く
な
い
。

占
領
軍
は
戦
災
に
よ
っ
て
廃
嘘
と
化
し
た
神
戸
市
に

占
領
軍
に
よ
る
土

地
・
建
物
の
接
収

残
さ
れ
た
数
少
な
い
建
物
に
そ
の
賠
を
構
え
た
が
、

占
領
軍
に
よ
る
接
収
は
そ
れ
だ
け
に
は
と
ど
ま
ら
な
か
っ
た
。
昭
和
二

近代・現代隆史議議w9or 



年
四
月
現
在
に
お
け
る
調
達
庁
調
べ
に
よ
る
全
国
接
収
土
地
建
物
契
約
状
況
を
み
る
と
契
約
総
数
は
建
物
三
七
五
七
件
、
土
地

七
五
八
七
件
で
、
こ
の
う
ち
兵
庫
県
の
接
収
件
数
は
非
常
に
多
く
、
建
物
に
つ
い
て
は
東
京
都
の
一
一

O
O件
に
つ
い
で
兵
庫

／ , / 
〆 ノ, , , 

f ノノ ／ , , 
ノ 4 〆

〆，／ , 

/ / ，ノ
ノノ

F ノ〆ノ

,' ／ ノ
〆〆

〆

, J 〆

1 Hq. Co. Kobe Base Motor Pool 

2 Hq. Co. Kobe Base （神戸商工会議所）

3 Hq. Kobe Base （衿港ビル）

4 Kobe Red Cross Club 
and Central School （日本毛織）

5 375th Station Hospital ( B本証券取引所）

6 Clarkson Athletic Field （東遊園地）

7 Kobe Base Athletic Center （生糸検査所）

km 

明1戸基地祝祭日穏sより〉
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第一節敗戦と占領

図 32 主要な占領軍配霞関（1946年5月14日現校
(tf) ( ）内の4包括ロは談I／）（以前のi総設名（巡功、を含む），また所有者名。

903 日記史議官HV 近代・5足代



（昭和23年4月現在）

大

阪

支

局

県
四
六
六
件
、
神
奈
川
県
一
一
一

O
一
件
、
土
地
に
つ
い
て
は
横
浜
港
と
横
須
賀
港
を
も
っ

神
奈
川
県
が
最
も
多
く
二
回
…
…
一
件
、
東
京
都
一
五

O
O件
、
大
阪
府
六
九
六
件
、
兵

資料：：全図接収土地・建物契約状況一覧表

（特別調達！？契約局不動産部不動産調査係）

時
陣
県
五
四
人
件
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
神
戸
市
が
主
と
し
て
港
湾
を
対
象
と
し
て
接
収
さ

れ
た
か
ら
で
あ
る
（
表
問
）
。

神
戸
市
に
お
け
る
土
地
の
接
収
総
崩
積
は
約
六
一
万
坪
（
二

O
一
万
平
方
メ
ー
ト
ル
）
で

あ
っ
た
が
、
そ
の
主
た
る
も
の
は
港
湾
施
設
の
七

O
%を
は
じ
め
、

一
万
坪
以
上
の
土

山
m

－
t
t
t
，
 ーマバ

J

一
川
内
寸

刺
市
一

1
1
3
1
0
1

刀

亡

一

句

d

今

G

A
守

き
一

1

米一

地
は
、
都
心
部
で
は
イ
ー
ス
ト
・
キ
ャ
ン
プ
が
お
か
れ
た
三
宮
税
関
前
の
九
万
五
四
八

モ
ー
タ
ー
プ
ー
ル
の
お
か
れ
た
神
戸
駅
一
耳
目
の
一
万
五

キ
ャ
ン
プ
・
カ

土

契約済

件
623 

527 

6 

2 

一一伴、
ー
パ
ー
の
お
か
れ
た
神
戸
駅
前
の
三
万
一
一
八
一
坪
な
ど
で
あ
る
。

い
ず
れ
も
戦
災
に

接収土地建物契約状況

物
一
間
一
件
2

“0
1

建

契約済

件
187 

409 

58 

11 

府県名

阪
一
戸
良
山時帆

大

神

奈

和

よ
り
焦
土
と
化
し
た
地
域
で
、
そ
の
中
に
極
め
て
少
数
の
焼
け
残
り
の
コ
ン
ク
リ
ノ
！
ト

の
建
物
が
残
っ
て
い
た
が
、

キ
ャ
ン
プ
敷
地
と
し
て
接
収
さ
れ
、
ブ
ル
ド
l
ザ

i
な
ど

表 195

管

ilrtli 

で
ま
た
た
く
ま
に
整
地
さ
れ
、
カ
マ
ボ
コ
型
の
兵
舎
な
ど
に
変
わ
り
、

っ
日
本
人
立
ち
入
り
禁
止
」
の
看
板
が
も
の
も
の
し
く

立
て
ら
れ
た
。

ピ
ル
の
接
収
に
つ
い
て
は
、
前
記
の
ほ
か
戦
災
を
免
れ
た
出
居
間
地
・
栄
町
の
残
存
建
物
と
、
戦
災
ピ
ル
も
間
の
手
で
修
理

が
施
さ
れ
た
の
ち
接
収
さ
れ
、
一
ニ
ノ
宮
駅
付
近
の
高
架
線
以
南
海
岸
通
り
ま
で
の
ほ
と
ん
ど
の
建
物
は
占
領
軍
が
占
拠
し
た
形

と
な
っ
た
。

さ
ら
に
占
領
軍
の
接
収
は
、
不
動
産
か
ら
動
産
に
ま
で
お
よ
ん
だ
。
す
な
わ
ち
、
飛
行
場
、
港
湾
施
設
、
貯
油
施

設
、
通
信
施
設
、
兵
舎
な
ど
旧
帝
国
陸
海
軍
関
係
施
設
、
家
需
工
場
、
ま
た
彼
ら
が
直
接
使
用
す
る
も
の
と
し
て
戦
災
を
免
れ

904 第五常戦後の事11戸市



た
公
共
建
築
物
を
は
じ
め
、
民
間
の
ホ
テ
ル
・
デ
パ
ー
ト
・
工
場
・
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
・
倉
庫
・
宿
舎
周
の
住
宅
な
ど
の
不
動
産

か
ら
ピ
ア
ノ
・
絵
画
・
美
術
品
・
器
具
・
紙
鍛
そ
の
他
動
産
も
接
収
さ
れ
た
。

2 

敗
戦
直
後
の
神
戸
の
状
況

で
は
、
人
々
は
終
戦
を
い
か
に
迎
え
た
で
あ
ろ
う
か
。
あ
る
市
関
係
者
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

“1 

)¥ 

終
戦
と
神
戸

の
重
大
放
送
が
あ
る
と
い
う
。
終
戦
の
放
送
ら
し
い
！
と
い
う
う
わ
さ

月
一
五
日
正
午
か
ら
ラ
ジ
オ
で

で
も
ち
き
り
で
あ
っ
た
。
（
略
）
放
送
が
始
ま
っ
た
が
、
雑
音
が
ひ
ど
く
て
意
味
が
き
き
と
れ
な
い
。
最
後
ま
で
聞
い
た
が
、
結

局
、
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
を
受
諾
、
終
戦
ら
し
い
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
L

。
ま
た
、
当
時
神
戸
市
会
議
長
だ
っ
た
永
江
一
夫
は
車
内
谷

の
自
宅
で
終
戦
の
放
送
を
開
い
た
。

「
隣
保
の
訪
空
団
長
を
し
て
い
た
の
で
、
近
所
の
人
た
ち
が
多
数
つ
め
か
け
て
い
た
。
感

想
を
述
べ
る
人
は
誰

人
い
な
か
っ
た
。

種
の
虚
税
状
態
。
私
自
身
に
と
っ
て
、
労
働
運
動
の
再
興
を
ど
う
す
る
か
。
神
戸

市
会
議
長
と
し
て
市
の
再
開
問
を
ど
う
考
え
る
の
か
。
や
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
仕
事
は
い
っ
ぱ
い
あ
っ
た
は
ず
だ
が
、
（
略
）
あ
れ
や
こ

れ
や
思
う
と
混
乱
す
る
ば
か
り
で
、
素
直
に
感
想
を
述
べ
る
気
持
ち
は
起
き
な
か
っ
た
。
ぼ
ん
や
り
一
一
、
一
一
一
臼
を
過
ご
し
た
L

敗戦と占領

（
同
『
わ
が
昭
和
史
』
）
。
多
く
の
人
々
も
永
江
と
向
様
、

稔
の
成
脱
状
態
に
つ
つ
ま
れ
つ
つ
も
解
放
感
に
み
た
さ
れ
、

不
安
と

期
待
の
う
ち
に
将
来
に
思
い
を
は
せ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

第一節

終
戦
時
の
神
戸
の
状
況
は
次
の
と
お
り
で
あ
っ
た
。
神
戸
空
襲
は
、
昭
和
十
七
年
四
月
十
八
日
の
初
空
襲
に
は
じ
ま
り
、
ニ

十
年
八
月
十
四
日
の
御
影
町
の
空
襲
ま
で
、
そ
の
数
大
小
企
の
わ
せ
て
一

O
O回
以
上
に
お
よ
ん
だ
。
ニ
十
年
に
は
い
る
と
空
襲

近代・5晃代E歪J:t:.編N90ラ



る空襲被害状況

現東灘 1笈 （注2) 現 西 区 （一部） （注3)

御影田I 魚崎町 本庄村 住吉村 本111村 玉津村 伊 l谷村 磁谷村 岩間村

442 108 436 59 143 60 7 

30 5 
416 236 225 511 194 ‘ ＋ ー・ a砂＋ 4・4・4‘ 嚇.輔副司、，，『圃－－－－－－－－

46 5 3 

858 344 661 570 337 136 17 3 1 

3, 169 1,000 1,584 297 1 

2,651 2, 169 

502 110 447 116 25 2 

24 106 40 13 

44 336 

525 109 325 137 43 18 9 

15, 740 5, 740 15, 656 13,286 6, 714 2,614 112 96 80 

合む。（注2) 資料： r復興誌a （注3) 資料・「q耳石llff言葉資料Jr明石市史』。西区については，判明するものの
r神戸市丘：第三銭』には死者4人， fil軽傷者5人，縫災者130人とある。
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第一節敗戦と占領

地

区

域
一
分

表 196 神戸市におけ

i日市街地（各区） (20. 2. 6～20. 8. 6）位。

灘長子「五戸［淡同淡7主席i林rnI須磨l合計

的

壊

人
的
被
害

（人〉

物

被

察

1,866 

擢災者数（人）

（注！） 資料：建設省総 r戦災後輿誌J ~事10念。合計1認には行政区の不明のものも含む。須島幸区の中i己浸水色
みで，玉津村の場合は f苦手務報告J11:は死者77人， E立経官話器81人，縫災者3,608人， {j}Jll谷村については
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が
激
し
く
な
り
、
一
二
月
十
七
日
と
六
月
五
日
の
空
襲
は
と
く
に
被
害
が
大
き
く
、
都
市
の
機
能
は
完
全
に
停
止
し
た
。
建
設
省

編
『
戦
災
復
興
’
誌
』
（
第
一

O
巻
）
に
よ
る
と
、
当
時
の
市
域
の
擢
災
状
況
（
表
例
）
は
、
権
災
者
数
約
四
七
万
人
（
県
下
の
挺
災
者
数
の

約
六
七
%
）
、
権
災
面
積
約
五
九

O
万
坪
（
県
下
の
際
災
関
績
の
約
三
八
%
）
、

死
者
六
二
三
五
人
、
重
傷
者
数
七

O
O七
人
・
軽
傷

者
数
人
三
一
一
一
六
人
、
令
計
一
万
五
三
回
三
人
に
の
ぼ
っ
た
。
建
物
の
被
害
は
全
焼
全
壊
一

一
万
五
一
一

O
九
戸
・
半
焼
半
壊
二
九

入

O
戸
合
計

一
万
八
一
八
九
一
戸
に
の
ぼ
っ
た
。
市
街
地
の
六

OMPが
戦
災
を
う
け
、
家
屋
の
六
四
%
が
焼
失
、
市
民
の
五
一

%
が
被
害
を
う
け
た
。

中
井
市
長

の
誕
生

こ
の
難
局
に
あ
っ
て
、
市
政
を
担
当
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
が
、
中
井
一
夫
で
あ
っ
た
。
前
任
者
の
野
田
文
一

郎
が
昭
和
二
十
年
七
月
二
十
日
、
病
気
を
理
由
に
任
期
半
年
を
残
し
て
突
然
市
長
な
辞
任
し
た
後
を
受
け
て
、

当
時
神
戸
市
か
ら
衆
議
院
に
出
て
い
た
中
井
は
、
市
会
の
全
会

致
の
賛
成
を
も
っ
て
市
長
に
担
ぎ
出
さ
れ
た
。
中
井
は
八
月

十
一
日
神
戸
市
長
に
正
式
に
就
任
し
、
間
十
三
日
初
設
庁
し
た
。

そ
の
翌
々
日
、

日
本
は
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
を
受
諾
し
降
伏
し
た
。

中
井
は
言
う
。

「
職
員
た
ち
に
吋
と
も
に
死
の
う
』

っ
た
ば
か
り
で
し
た
が
、
『
と
も
に
生
き
よ
う
。
市
民
と
と
も
に
生
き
抜
こ
う
μ

と

考
え
を
変
え
ま
し
た
。
陛
下
の
放
送
を
聞
い
た
あ
と
、
私
は
直
ち
に
全
職
員
に
訓
示
し
ま
し
た
。

『
自
分
は
死
ぬ
つ
も
り
で
、

市
長
の
主
任
を
お
受
け
し
た
の
で
あ
っ
た
が
、
た
だ
い
ま
の
大
詔
を
拝
聴
し
て
決
意
を
変
え
た
。
あ
く
ま
で
も
大
御
心
を
体
し
、

七
生
報
閣
の
大
決
心
を
も
っ
て
、
こ
ん
ご
と
も
市
政
遂
行
に
挺
身
す
る
。
諸
君
も
ど
う
か
私
と
行
動
を
と
も
に
さ
れ
た
い
。

E

こ
の
訓
示
の
後
、
中
井
は
全
職
員
と
と
も
に
、
湊
川
神
社
に
参
拝
し
、
閤
い
決
意
な
報
告
し
た
と
い
う
。

つ
づ
い
て
、
突
然

の
敗
戦
に
よ
る
市
民
の
動
揺
と
混
乱
を
防
ぐ
た
め
「
市
民
へ
の
告
論
L

を
出
し
た
。
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「
大
刀
口
げ
が
ド
り
u

ま
し
た
。

i

｛
ノ
コ
一
目
、
丈
一
、
I
J
I

大
和
民
族
百
年
の
将
来
を
念
い
結
い
て
、
悲
し
き
袈
断
は
つ
い
に
下
り
ま
し
た
。

深
き
間
情
を
そ
そ
ぐ
と
と
も

わ
く
ば
さ
ら
に
立
ち
上
が
り
、

に
、
皇
悶
復
興
、
港
部
再
建
の
た
め
、

七
日
）

敗戦と占領百
μ
h
H
h
m
 

第

戦
災
者
、

市
民
話
京
、
顕

出
征
死
傷
の
軍
人
、

並
び
に
そ
の
家
族
に
対
し
て
、

一
致
結
束
、
全
力
を
尽
く
さ
れ
ん
こ
と
を
切
望
し
ま
す
。
」
（
『
神
戸
』
昭
和
二
十
年
八
月
十

機
構
改
革
と
市

役
所
の
移
転

中
井
の
目
前
に
は
多
く
の
問
題
が
山
続
み
さ
れ
て
い
た
。
飢

え
た
市
民
へ
の
食
糧
の
確
保
、
全
市
の
六

OMPが
廃
械
と
な

っ
た
戦
災
地
の
復
興
、
そ
し
て
明
日
に
も
進
駐
し
て
く
る
で
あ
ろ
う
占
領
軍
対
策

昭和20年代の市役所

々
。
そ
の
た
め
に
は
、
戦
時
体
制
か
ら
一
千
時
体
制
へ
の
早
急
な
切
り
替
え
、
神

戸
復
興
の
た
め
の
体
制
守
つ
く
り
が
急
が
れ
た
。
中
井
の
動
き
は
早
く
、
九
月

に
は
市
役
所
の
機
構
改
革
が
行
わ
れ

八
局
が
ふ
ハ
局
に
縮
小
さ
れ
、
新
し
い
時

代
に
対
応
す
る
た
め
に
外
務
課
、
文
化
課
、
民
情
誼
が
新
設
さ
れ
た
。
民
情
窓
は

の
時
代
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
市
民
の
悩
み
や
苦
情
を
き
く
H

よ
ろ
ず

写真 72

相
談
所
μ

と
し
て
設
け
ら
れ
た
。
文
化
諜
は
文
化
国
家
を
め
ざ
す
と
い
う
文
化
行

政
の
ポ
ス
ト
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
外
務
課
は
占
領
軍
へ
の
窓
口
と
し
て
新
設
さ

れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
九
月
八
日
に
召
集
さ
れ
た
臨
時
市
会
で
は
、
生
田

区
檎
通
か
ら
兵
庫
区
松
本
通
へ
の
市
役
所
庁
舎
の
移
騒
が
認
め
ら
れ
る
と
と
も
に
、

戦
時
中
市
内
各
所
に
分
散
し
て
い
た
各
庁
舎
が
市
立
第

高
女
と
設
川
勧
業
館
な
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ど
に
集
め
ら
れ
た
。
こ
れ
は
市
庁
舎
を
一
カ
所
に
集
め
て
市
民
の
便
を
関
る
と
と
も
に
、
行
致
事
務
の
能
率
を
あ
げ
る
た
め
に

行
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

助
役
に
は
滝
谷
議
問
一
神
戸
経
済
大
学
（
現
神
戸
大
学
）
教
授
が
、
第
ニ
助
役
に
は
向
井

そ
し
て
、
第

寓
太
郎
考
査
役
が
任
じ
ら
れ
た
。
ま
た
、
復
興
事
業
の
た
め
市
に
復
興
本
部
が
設
け
ら
れ
、
実
質
的
な
本
部
長
で
あ
る
副
本
部

長
に
、
前
内
務
省
神
戸
土
木
出
張
所
長
で
あ
り
、

の
ち
に
神
戸
市
長
と
な
っ
た
原
口
忠
次
郎
が
、
民
生
局
長
に
は
の
ち
の
兵
庫

県
知
事
阪
本
勝
が
当
て
ら
れ
た
。
市
の
行
政
機
構
は
、
終
戦
後
一
カ
月
に
し
て
よ
う
や
く
本
格
的
に
動
き
出
す
こ
と
に
な
っ
た
。

中
井
H
マ
ッ
カ

i
サ

i
会
談

中
井
市
長
の
も
と
、
新
生
な
っ
た
神
戸
市
に
と
っ
て
緊
急
の
諜
題
は
、
食
糧
問
題
で
あ
っ
た
。
と
く
に
、

二
十
年
は
明
治
一
一
一
十
人
（
一
九
O
五
）
年
以
来
の
米
の
大
凶
作
の
年
で
あ
っ
た
こ
と
も
重
な
っ
て
、
全
国
的

に
主
食
の
配
給
の
遅
配
欠
配
が
つ
づ
い
て
い
た
。
神
戸
市
で
は

日
の
欠
配
も
な
か
っ
た
、
も
の
の
、
海
外
か
ら
の
引
揚
者
や
復

員
軍
人
、
疎
開
先
か
ら
帰
る
も
の
た
ち
で
、
敗
戦
当
時
お
よ
そ
四

O
万
人
に
ま
で
激
減
し
て
い
た
人
口
も
増
え
る
一
方
で
、
食

糧
危
機
は
紋
戦
を
契
機
と
し
て
次
第
に
切
迫
の
度
を
深
め
つ
つ
あ
っ
た
。
そ
れ
は
問
時
に
、
市
民
の
自
然
発
生
的
な
立
ち
上
が

り
を
呼
び
起
こ
し
つ
つ
あ
っ
た
。
同
年
十
月
に
は
、
長
田
区
野
田
地
区
町
内
会
連
合
会
が
「
一
一
一
合
確
保
要
求
L

の
区
民
大
会
を
開

き
、
町
内
会
長
ら
は
「
こ
の
運
動
は
東
京
、
九
州
で
も
起
こ
す
は
ず
L

だ
と
呼
び
か
け
た
。
ま
た
、
十

’j
こ
羽
目
冶

1
こ
っ
与
え

I
ノ

F
H
V
カ
オ
T
4
h
r

と
伎
を
要
求
す
る
戦
災
市
民
大
会
」
に
は
、
主
婦
や
老
人
六

O
O人
が
参
加
、
神
戸
市
庁
ヘ
デ
モ
行
進
し
た
。

例
え
ば
、
『
神
戸
新
聞
』
（
昭
和
二
十
年
十
月
二
十
八
日
）
は
勺
食
糧
だ
・
す
べ
て
は
食
糧
で
解
決
L

と
の
見
出
し
の
下
、
学
童
の

食
糧
状
況
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
戦
争
が
す
ん
で
学
校
の
授
業
が
も
と
へ
戻
っ
て
も
、
疎
開
児
童
が
引
き
上

げ
て
も
深
刻
な
食
糧
事
情
で
、
正
常
な
授
業
が
出
来
ず
午
後
に
亙
っ
て
授
業
を
す
る
と
国
民
学
校
児
童
の
殆
ど
全
部
が
欠
食
児

設
と
な
る
恐
れ
が
あ
る
の
で
、
兵
庫
県
で
は
や
む
を
得
ぬ
臨
時
の
措
監
と
し
て
、
国
民
学
校
四
学
年
以
下
は
午
前
中
で
授
業
を

9ro 第五i.J'[o: i決後の神戸市



打
ち
切
り
、

五
・
六
学
年
は
昼
食
時
聞
を
一
時
間
半
延
長
し
て
な
る
べ
く
帰
宅
し
て
家
庭
で
昼
食
さ
せ
る
よ
う
に
し
て
い
る
L

。

っ
食
と
住

ま
た
、
向
日
の
新
聞
は
寸
飢
え
の
死
体
／
神
戸
に
日
係
十
人
L

と
の
見
出
し
の
も
と
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

発
見
さ
れ
て
い
る
」
。

の
逼
迫
は
極
度
に
目
立
ち
、
神
戸
で
は
湊
川
公
閣
を
中
心
と
し
て
省
線
高
架
線
下
で
は
昨
今
、
毎
日
十
人
程
度
の
餓
死
死
体
が

っ
た
賀
川
豊
彦
を
通
じ
て
、

切
迫
し
た
状
況
に
お
い
て
、
中
井
は
マ
ッ
カ

i
サ
i
へ
の
寵
訴
を
試
み
た
。
間
年
十
一
月
七
日
中
井
は
、
神
戸
市
瞬
間
で
あ

マ
ッ
カ
l
サ
！
と
の
会
見
に
成
功
し
た
。
こ
の
会
談
に
つ
い
て
、
当
時
の
新
閣
は
次
の
よ
う
に
伝

え
て
い
る
。

散）淡と占領第一節

写真 73 アメリカ独立記念日祝宴で
挨拶する中井市長

「
マ
ッ
カ
l
サ
l
一
万
帥
は
閤

O
年
前
、

日
露
戦
役
当
時

従
箪
武
官
と
し
て
来
朝
し
、
そ
の
後
神
戸
へ
も
数
回
赴
い

た
こ
と
が
あ
る
（
略
）
神
戸
を
知
っ
て
い
る
マ
元
帥
は
神
戸

の
街
は
ど
の
程
度
に
戦
災
を
被
っ
た
の
か
、
神
戸
港
は
ど

う
な
っ
て
い
る
の
か
、
神
戸
の
人
口
は
（
略
）
な
ど
微
に
入

り
細
に
わ
た
っ
て
質
問
を
発
し
た
L

。

食
糧
不

そ
し
て
、

足
を
訴
え
た
と
こ
ろ
、
「
こ
の
際
日
本
の
一
人

人
が
決

し
て
忘
れ
て
な
ら
な
い
こ
と
は
世
界
の
陛
論
を
日
本
へ
好

転
さ
ぜ
る
こ
と
だ
。
そ
れ
に
は
速
や
か
に
箪
問
主
義
を
脱

し
悶
弊
を
脱
皮
す
る
こ
と
だ
」
と
、

日
本
人
の
決
起
を
捉
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し
た
と
い
う
。
食
糧
問
題
は
大
都
市
の
い
ず
れ
も
が
抱
え
て
い
た
課
題
で
あ
り
、
悩
み
の
種
で
あ
っ
た
。
中
井
は
そ
の
一
一
一
週
間

後
、
自
ら
が
紹
介
者
と
な
り
、

五
大
都
市
市
長
と
と
も
に
、

マ
ッ
カ

i
サ

i
に
再
び
食
糧
難
を
訴
え
た
。

神
戸
市
復
興
基
本

計
画
要
綱
の
策
定

ま
た
、
神
戸
市
は
、
戦
災
に
よ
っ
て
ほ
と
ん
ど
焦
土
と
化
し
、
ほ
と
ん
ど
の
機
能
が
停
止
状
態
と
な
っ
て

い
た
。
こ
の
た
め
、
神
戸
市
で
は
昭
和
ニ
十
年
十
一
月
一
日
神
戸
市
復
興
本
部
を
設
置
、
本
部
長
に
は
中

井
市
長
自
ら
が
就
任
し
、
副
本
部
長
に
原
口
忠
次
郎
を
あ
て
た
。
ま
た
、
復
興
に
関
す
る
重
要
事
項
を
企
画
審
議
す
る
た
め
、

本
部
長
の
諮
問
機
関
と
し
て
神
戸
市
復
興
委
員
会
が
設
け
ら
れ
、

勝
因
銀
次
郎
（
元
神
戸
市
長
）
や
佐
藤
栄
作
（
当
時
大
阪
鉄
道
局

長
）
な
ど
市
の
内
外
か
ら
あ
ら
ゆ
る
分
野
の
権
威
者
が
集
め
ら
れ
、
多
方
面
の
意
見
を
き
く
こ
と
と
な
っ
た
。

間
年
十
二
月
三
十
日
、
政
府
の
戦
災
地
復
興
計
間
基
本
方
針
の
閣
議
決
定
を
う
け
て
、
神
戸
市
で
も
翌
二
十
一
年
一
一
一
月
十
四

沼
「
神
戸
市
復
興
基
本
計
酪
要
綱
L

を
定
め
、
田
市
域
の
隈
災
地
域
に
対
す
る
戦
災
復
興
計
調
を
樹
立
す
る
と
と
も
に
、
神
戸

市
の
将
来
の
使
命
お
よ
び
性
格
を
み
す
え
た
「
大
神
戸
L

構
想
を
提
示
し
た
。

そ
れ
は
神
戸
市
の
性
格
を
「
悶
際
的
貿
易
都
市
L

と
し
、
こ
れ
に
荷
工
業
都
市
、
文
化
都
市
な
ら
び
に
観
光
都
市
た
る
性
格
を
併
有
さ
せ
る
と
し
た
。
そ
の
た
め
に
は
、

っ
現
在

の
市
域
は
狭
小
に
過
ぎ
、
こ
れ
に
戦
前
保
有
せ
る
が
ご
と
き
人
口
を
再
び
収
容
す
る
は
適
当
な
ら
ざ
る
を
も
っ
て
、
将
来
に
お

い
て
は
東
部
お
よ
び
田
部
の
数
市
町
村
を
合
併
し
さ
ら
に
復
興
計
踊
の
進
捗
に
従
い
、
六
甲
山
を
中
心
と
す
る
北
部
の
数
町
村

を
併
せ
て
一
大
国
際
港
都
た
る
の
機
能
を
十
分
に
発
揮
せ
し
む
る
に
足
る
市
域
と
し
、
こ
れ
に
港
都
の
職
業
構
成
、
食
糧
配
給
、

住
宅
お
よ
び
交
通
状
況
な
考
慮
し
て
適
当
な
る
配
置
を
・
有
す
る
人
口
置
な
保
有
せ
し
め
、
近
代
的
都
市
施
設
の
完
備
せ
る
大
都

市
を
構
成
す
る
L

こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
し
た
。

の
ち
に
述
べ
る
よ
う
に
、
こ
の
計
画
は
特
別
市
制
運
動
・
田
川
辺
町
村
の
合
併

へ
の
動
き
と
な
っ
て
具
体
化
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
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